








































































開設科目名 スキルラボ基礎レベル 1 科目コード BSNBA105 開設期 1年前期 

単位数（履修区分） 1単位（必修） 時間数 15時間 授業区分 演習 

責任者 石本祥子 担当者 石本祥子、堀川新二、長友奈央、桐明祐弥 

授業の概要（授業の目的） 

臨床基礎技術論Ⅰで学んだ知識を基盤として、バイタルサイン測定、スタンダードプリコーション、活動と休息に関するケア技術を習得する。さらに、一時救命処
置（basic life support）に関する知識と技術を習得する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1）バイタルサインを正確に測定することができる． 

医療の基礎/ロイ適応看護モデル 

2）Basic life support （BLS 一次救命処置）を実施することができる． 

3）標準予防策（スタンダートプリコーション）を実施することができる. 

4）活動・休息の援助技術を実践することができる． 
5）効果的なコミュニケーションのための技術、態度を習得できる． 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 

回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1 ガイダンス，コミュニケーション 討論 
〈面接〉 

担当者全員 予習︓臨床基礎技術論Ⅰ(コミュニケーション)の復習 
学修課題への取り組み 

復習︓授業外ラボでの技術練習 

4時間 

2 活動・休息の技術 
（体位変換、車いす移動 等） 

実技 
〈面接〉 

担当者全員 予習︓臨床基礎技術論Ⅰ(活動・休息の技術)の復習、事前
学修課題への取り組み 

復習︓授業外ラボでの技術練習 

4時間 

3 感染防止の技術（衛生学的手洗い） 
意識レベルの評価、体温測定、呼吸測定 

実技 
〈面接〉 

担当者全員 予習︓臨床基礎技術論Ⅰ(意識レベルの評価、体温測定、
呼吸測定)の復習、事前学修課題への取り組み 

復習︓授業外ラボでの技術練習 

4時間 

4 脈拍測定 実技 
〈面接〉 

担当者全員 予習︓臨床基礎技術論Ⅰ(脈拍測定)の復習 
     事前学修課題への取り組み 
復習︓授業外ラボでの技術練習  

4時間 

5 血圧測定 実技 
〈面接〉 

担当者全員 予習︓臨床基礎技術論Ⅰ(血圧測定)の復習 
事前学修課題への取り組み 

復習︓授業外ラボでの技術練習 

4時間 

6 血圧・脈拍・呼吸・体温測定 
 

実技 
〈面接〉 

担当者全員 予習︓第 1回から 5回までの復習 
復習︓授業外ラボでの技術練習 

5時間 
 7 

8 救急蘇生法 実技 
〈面接〉 

担当者全員 予習︓教科書②第 15章を読んで演習に参加する 4時間 

成績評価方法・基準 技術試験 100％ 本科目の評価は、基盤臨床看護学領域の教員全員で行います。 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ＊技術試験の結果については試験当日フィードバックします。不合格の方には後日再試験を行います。 

教科書 
①松尾ミヨ子他編集:ナーシング・グラフィカ基礎看護学②基礎看護技術Ⅰ 第 1版,2022. 
②松尾ミヨ子他編集:ナーシング・グラフィカ基礎看護学②基礎看護技術Ⅱ 第 1版,2022. 
③Lynn S.Bickley 他著,有岡宏子他監修:ベイツ診察法 第 3版.メディカル・サイエンス・インターナショナル,2022. 

参考書・参考文献 「看護がみえる」シリーズ 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

石本祥子（2号館 1階 224研究室） 
オフィスアワー︓水曜 12:10～13:10 
上記時間帯以外に訪室したい場合は事前予約をしてください。メールアドレス︓ishimoto@stmaryacjp.onmicrosoft.com 

本科目は、授業時間以外にも技術を習得するための授業外スキルラボを開講します。積極的に参加しましょう。 
ICTの活用︓ 臨床基礎技術論Ⅰと同様に教科書にある「メディカ AR」アプリを活用し、技術の予習や復習をしてください。 
         事前学修、事後学修にMicrosoft streamを活用します。アプリをインストールして、準備しておきましょう。 
その他︓この科目は科目担当者の臨床経験を活かし、看護の対象となる人々の理解や基礎技術（特に、バイタルサイン、感染防止
の技術、安楽、活動・休息の技術）について教授する科目である。 





開設科目名 スキルラボ基礎レベル２ 科目コード BSNBA107 開設期 1年後期 
単位数（履修区分） １単位（必修） 時間数 15時間 授業区分 演習 

責任者 石本 祥子 担当者 石本祥子、小浜さつき、堀川新二、長友奈央、桐明祐弥  

授業の概要（授業の目的） 

臨床基礎技術論Ⅱで学んだ知識を基盤として、対象の安全・安楽に配慮した病歴聴取の技術と、食事・排泄・清潔などの基本的ニードを充足するためのケ
ア技術を習得する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1）病歴聴取の概要を理解し、問診技術を習得できる。 
医療の基礎/ロイ適応看護モデル 

2）基本的ニードを充足するためのケア技術を習得できる。 

  
  

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）  
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 ガイダンス 

病歴聴取のための問診 
討議・GW 
〈面接〉 

担当者
全員 

予習︓臨床基礎技術論Ⅱの第 1回の復習 
学修課題への取り組み 

復習︓授業外ラボでの技術練習 

４時間 

２ 
 

人間の基本的ニードのためのケア︓栄養① 
（技術︓食事介助・口腔ケア） 

討議・実技 
〈面接〉 

担当者
全員 

臨床基礎看護学技術Ⅱの第 4回の復習 
 学修課題への取り組み 

復習︓授業外ラボでの技術練習 

4時間 

３ 人間の基本的ニードのためのケア︓栄養② 4時間 

４ 人間の基本的ニードのためのケア︓排泄 ① 
（技術︓床上排泄援助、排便を促すケア） 

討論・実技 
〈面接〉 

担当者
全員 

予習︓臨床基礎技術論Ⅱの第 5回の復習 
学修課題への取り組み 

復習︓授業外ラボでの技術練習 

4時間 

５ 人間の基本的ニードのためのケア︓排泄 ② 4時間 

６ 人間の基本的ニードのためのケア︓清潔 ① 
（技術︓清拭・シーツ交換） 

討論・実技 
〈面接〉 

担当者
全員 

予習︓臨床基礎技術論Ⅱの第 6回の復習 
学修課題への取り組み 

復習︓授業外ラボでの技術練習 

3時間 

７ 人間の基本的ニードのためのケア︓清潔 ② 4時間 

８ 人間の基本的ニードのためのケア︓ 
休息と睡眠、体温調節 
（技術︓部分浴、罨法） 

討論・実技
〈面接〉 

担当者
全員 

予習︓臨床基礎技術論Ⅱの第 8回の復習 
学修課題への取り組み 

復習︓授業外ラボでの技術練習 

4時間 

成績評価方法・基準 技術試験 100％（技術試験は、基盤臨床看護学領域の全教員で実施します） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
スキルラボの事前課題については、各担当教員がコメントと共に返却します。 
技術試験については、その都度結果をフィードバックします。 

教科書 
①松尾ミヨ子他編集:ナーシング・グラフィカ基礎看護学②基礎看護技術Ⅰ 第 1版,2022. 
②松尾ミヨ子他編集:ナーシング・グラフィカ基礎看護学②基礎看護技術Ⅱ 第 1版,2022. 
③Lynn S. Bickley 著有岡宏子他監修:ベイツ診察法 第 3版.メディカル・サイエンス・インターナショナル,2022. 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

石本祥子（2号館 1階 224研究室） 
オフィスアワー︓水曜 12:10～13:10 
上記時間帯以外に訪室したい場合は事前予約をしてください。 
メールアドレス︓ishimoto @stmaryacjp.onmicrosoft.com 

ICTの活用︓事前学修、事後学修にMicrosoft Streamを活用します。  
その他︓この科目は科目担当者が看護職とし臨床で経験した具体的な事例をもとに、ケーススタディを設定し、基礎技術（特に

問診、環境調整、安全、栄養、排泄、清潔、休息と睡眠、体温調節、安楽）を教授する。 科目担当者の研究成果と科目内

容の関連性はない。 
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